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国研等

１．「量子ビームゲートウエイ」のビジョン

企業大学等
利用者

グリーンエネルギー

GW構想 ・複数量子ビーム施設のタイムリーな利用とDXを見据えた相補的利用研究を活性化
・最適な量子ビーム利用研究を牽引するとともに裾野を拡大
・将来の量子ビーム科学を支える優れた産官学人材の育成

量子ビームゲートウェイ

情報
人材育成

研究・人脈

「課題・悩み」を相談

統合的解析
蓄積データと併せて「価値の創造」

学
術
界
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

産
業
界
へ
フ
ィ
ー
ド
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ッ
ク

解決法
人材育成

技術・人脈

協働支援型コンシェルジュによる一元的マネジメント
【課題解決に最適な施設・装置に案内】

多彩な量子ビーム利用を通して
我が国の物質・材料研究基盤を構築

ナノサイエンス
エネルギー材料 創薬

SPring-8
NanoTerasu
J-PARC MLF

特定先端大型研究施設

今回のターゲット

その他の
放射光施設
中性子施設
ミュオン

先端研究設備プラットフォーム
NMR、MRI、レーザー等

コアファシリティ構築
支援プログラム

大学、研究機関等

新物質開発 文理融合
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2. 放射光・中性子の量子ビームゲートウェイ
現状の課題
・我が国には世界有数の先端量子ビーム施設が複数あるが、種々の量子ビームを駆使して顕著な成果を上げている利用者は
限られている。

・潜在的利用者にとってはどの施設のどの装置を利用することが最適か分からない。さらに課題申請が複雑である。
・企業は課題解決のため、大学や学術機関とつながる手段・人材を必要としている。

特定先端大型研究施設の利用支援経験が豊富な登録施設利用促進機関が上記の課題を解決するワンストップサービスを構築する

JRR-3・・・ KEK-PF・・・

順次、他の量子ビーム施設に連携拡大

NanoTerasuSPring-8 J-JARC MLF

3.協働支援型
コンシェルジュ

利用者

・大学, 研究機関,  
公設試

・異分野研究者
・大学研究室紹介
リスト

共通の申請書で全ての課題を解決
4.共通課題申請システム

（AIを活用）

量子ビーム以外
の解決策も提示

量子ビーム
施設

6.ユーザーマーケティング
・潜在ユーザーへの利用機会の提供
・顕在ユーザーニーズに最適化した
アプローチ

5.データ活用
・実例のキュレーション
・データリポジトリの整備

広報機能の強化
情報提供・成果分析（見える化）
・WebやSNSを活用した露出
・AIを使った情報収集と分析

3.コンサルティング
・課題/問題の相談
・課題申請書作成の支援
・連携利用の支援

3.コワーキング
・実験/解析の協働
・データの分析支援

ーいつでも、だれでも 量子ビームをー

3.コーディネーション
・研究者の紹介
・専門機関への橋渡し
・最適な施設・装置へ案内
・連携利用支援

量子ビームゲートウェイ

NanoTerasuは
R8年度から

課題・悩みを相談
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将来的に全国の
先端量子ビーム
研究施設に展開

GWの構築
特定先端大型研究施設でスタート



協働支援型コンシェルジュ 3つの役割

• 課題の相談
• 実験計画策定
• 課題申請書作成支援

• 研究者の紹介
• 専門機関への橋渡し
• 最適な施設・装置へ案内
• 連携利用支援

• 実験及び分析の協働
• データ解析支援
• 価値ある情報のフィードバック

利用相談

成果創出

協働支援型コンシェルジュ 人物像

測定対象
ごとに

経験を積む

放射光
イメー
ジング

マルチプローブ

XAFS

中性子
回折

中性子
小角散乱

• 構造材料
• デバイス
• エネルギー
• 無機材料
• 有機材料
• 環境  etc.

ニーズオリエンテッド

測定対象の分野

ホスピタリティマインドで利用者と施設・専門家をつなぐ

量子ビーム施設や連携先

利用ニーズ

大学等

分析
会社

公設試
コンシェルジュ

グリーンエネルギー
エネルギー材料
ナノサイエンス
新物質開発

・多角的な視点に基づく課題解決
・最適な施設や装置への橋渡し
・利用者と協働した支援

計測の専門家による支援現行の登録機関による支援

GWで新しく加わる支援

3. 協働支援型コンシェルジュの役割と人物像
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移行期 最終形

4. 共通課題申請システムの構築

・課題審査/技術審査
・課題採択
・マシンタイム決定

・課題提案

・実験相談
・最適な量子ビーム実験
の手引き

・課題申請書作成
のサポート・代行 共通課題申請書

（日）

協働支援型
コンシェルジュ

ユーザー

SP8選定委員会 MLF選定委員会

ユーザー

協働支援型
コンシェルジュ

ユーザー

GW分科会

MLF選定委員会

ユーザー

SP8選定委員会

SP8課題申請書
（日）

MLF課題申請書
（英）

GW分科会

各施設の課題申請書の作成 共通の課題申請書の作成

協働支援型コンシェルジュ
による共通課題申請体制

協働実験
（SP8,MLF)

R8年度後期
からシステム
の運用開始

ユーザー

SP8分科会

MLF選定委員会SP8選定委員会

SP8課題申請書
（日）

MLF課題申請書
（英）

SP8実験

MLF分科会

ユーザー

MLF実験

現行の課題申請

 GW分科会は有識者の委員
で構成

 協働支援型コンシェル
ジュマネージャーが分科
会委員として参加

 独自審査による独自のマ
シンタイム枠を確保

協働実験
（SP8,MLF)

課題は随時募集する

課題は定期募集

ナノテラスも
SP8に準じる
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共用BL

今後、実装方法については、
施設者や選定委員会など、

有識者の意見を踏まえて検討。



潜在ユーザー／ライトユーザーに対して

オープンデータ時代に不可欠な
測定データ証跡の提供

測定データの集約管理体制の構築による利便性の向上

既存ユーザーに対して
多様な実例のキュレーションサイトによる
積極的アプローチ

論文

プレスリリース

報告記事

参考：JASRI Webサイト
SPring-8での産業利用成果

参考： ICAT – the ISIS data catalogue

量子ビーム情報やデータへのアクセス手段の充実

論文、報告記事、プレス
リリース等の多様な実例

論文、報告記事、プレスリリース等への一元的なアクセス経路を拓くことによる潜在ユーザーへのリーチ
とデータ管理体制の構築によるユーザー体験の向上

NII Research Data 
Cloudとの量子ビーム
データの連携共有

測定データの集約管理

参考：AI等の活用を推進する
研究データエコシステム構築事業

実例のキュレーションサイトの公開

5. データ活用
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ユーザーニーズの的確な把握と解決策の提案

利用者の行動 • 漠然とした課題を持
ち、解決法を探す

• 解決事例を知る • 具体的な解決方法の
相談・問い合わせ

• 実利用

タッチポイント
（接点）

• Webサイト、SNS
• セミナー

• 国内外の事例集 • 個別相談
• 利用チュートリアル

• 施設利用
• コンシェルジュ

ステージ 認知 検討 相談 利用

ペルソナ これまで量子ビーム施設を利用したことがない研究者

量子ビームCRM(Customer Relationship Management)：ユーザーとの良い関係を持続するためのツール

ユーザーデータ収集

・ユーザー情報
・ニーズ情報
・Webログデータ

情報確認・共有

分析

量子ビームCRM

・ユーザーを多角的に分析
・ニーズの把握・予測

ニーズに最適化したアプローチ

Webサイト

メール

SNS
実験技術研修会

量子ビームの最先端研究成果

 CRMを利用した顕在ユーザーのリテンションマーケティング

 カスタマージャーニーマップによる潜在ユーザーの掘り起こし

6. ユーザーマーケティング（広報）
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「コンシェルジュ、各ビームラインを担当する計測の専門家（施設人材）と利用者のみんなが成長する
実践型人材育成」
専門・技術の異なるシニア、中堅、若手からなる協働支援型コンシェルジュチームが利用者に最適な
マルチプローブ利用を提案し、施設人材と協働することによって、実践的に人材育成を行う。

利用者視点に立つ、マルチプローブの先端技術を理解する専門人材を実践育成

・マルチプローブ測定レシピ化と、そのフィードバックにより専門人材の更なるスキルアップ
・利用者、施設人材から専門人材プールリストを作成（コーディネーションや人材発掘）

・人材確保のための相互交流プログラム
・大学との連携による若手研究人材の育成
・世界の類似施設での利用例調査
・先端技術利用教育ビデオ資料を作成

コンシェルジュ

計測の専門家

方策

利用者

連携利用／専門人材の実践教育

熟練、中堅、若手

登録機関における新しい
キャリアパスの形成

現行：計測の専門家
GW：計測の専門家＋コンシェルジュ

７．専門人材の育成
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JASRI CROSS
量子ビームゲートウェイの
運営に関する協力協定

プロジェクトディレクター/サブディレクター

量子ビームゲートウェイオフィス（協定上の共同実施体制）

量子ビームゲートウェイ運営会議

協働支援型
コンシェルジュ

システム開発技術 事務局成果集約・分析DXエンジニア 広報・普及啓発

 これまで連携が進んでいない理由
・実施主体が不明瞭→登録施設利用促進機関が行う場合、予算目的等の制約がある
・各施設・機関のミッションを超えて本事業に協力する根拠・理由・指示が必要
・各施設のシステムの共通化が困難
 特定先端大型研究施設を先行的に開始
「我が国全体を俯瞰した量子ビーム施設の在り方（R3.2.4）」を踏まえ、特定先端大型
研究施設を先行的に対象として開始し、特定先端大型研究施設以外の施設に展開していく
→ J-JOIN等で連携している施設へ拡大（放射光、中性子、ミュオン）
→ その他の放射光、中性子施設へ拡大（各ビームの利用不可日を回避）

量子ビームゲートウェイの連携の考え方

8. 量子ビームゲートウェイの実施体制と連携
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【補足資料1】量子ビームゲートウェイの目的
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１．我が国が保有する世界最先端の量子ビーム施設群を有機的に活用し、
「学術研究の深化」と「産業界の直面する問題の解決」を図り、我が国の研
究力と産業競争力を飛躍的に強化する。 

２．量子ビーム利用研究を通して、多角的視点からの各種材料の分析により、
データ駆動型研究の基礎となる良質なデータを継続的に提供し、我が国の材
料研究基盤を構築する。 

３．複数量子ビーム施設をタイムリーに利用し、相補的利用研究を活性化す
る。またSPring-8-Ⅱ稼働までのブラックアウトなどに対し利用者に継続的
利用機会を提供する。

４．現在の主要な利用者である学術機関や大企業の利用を拡大させるととも
に、公設試等との連携により、地方大学や中小企業等へも量子ビーム利用機
会を提供する。人材育成に広く貢献し全体の競争力を底上げする。

５．幅広い分野で研究経験の豊富な複数のコンシェルジュが多角的に協働す
ることにより、潜在ユーザーからパワーユーザーまでを対象に、最適な量子
ビーム利用研究を牽引するとともに裾野を拡大する。



‣ 利用案内チャート （施設利用の指針）

‣ 利用相談窓口の統一 （６機関が協力）

  経験豊富なコーディネーターがご相談に応じます

（J-PARC，JRR-3）－JOIN

中性子・ミュオン利用ポータルサイト
https://jrr3ring.jaea.go.jp/jjoin/

コーディネーター
両施設の特徴に合わせ、
基礎研究から産業利用
まで幅広く対応

J-JOIN（J-Joint Office For Innovation)

JRR-3J-PARC  MLF

令和３年５月より運用開始

【補足資料2】J-JOIN活動
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ユーザーマーケティング

 カスタマージャーニーマップに基づいた潜在ユーザーへのマーケティング
・（認知）WebやSNSを活用した露出、全国セミナー展開、体験デモ
・（関心）事例集の作成・公開
・（行動）体験型チュートリアル
・（利用）実利用
 CRMを利用した顕在ユーザーのリテンションマーケティング
・個別最適化した最新情報の提案
・オウンドメディアの定期的配信、ニーズの収集と具現化
・実験技術研修会の開催

データ活用
 散逸データのキュレーション
・プレスリリース、月例報告、ポスター発表、アニュアルレポートの収集とイン
デックス化
・キュレーションサイトの提供
 データリポジトリの整備
・データトレーサビリティ基盤の構築
・データ共有サービスの提供

【補足資料3】ユーザーマーケティングとデータ活用
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